
様式第１号（第６条関係）

様

〒

㊞

電話番号　

1 交 付 申 請 額 円

2 設 置 場 所 町 番地

3 専用住宅の所有者

4 設 置 区 分

転換方法 撤去

再利用　(　雨水貯留槽　・　防火水槽　）

撤去不可

5 浄 化 槽 の 種 類 人槽

年 月 日

年 月 日

7

8 備 考

※

　　　年　　　月　　　日

住所

氏名

 

補　　助　　金　　交　　付　　申　　請　　書

　 下記のとおり浄化槽を設置したいので、沼田市浄化槽設置事業費補助金交付要綱第６条の規定により、次の
とおり補助金の交付を申請します。

沼田市長

   申請書の受付締切日は、当該年度の１２月最終開庁日。ただし、予算が終了した時点で受付終了とな
りますので注意してください。

本人 　・　共有 　・　その他（　     　　　）

浄 化 槽 設 備 士 氏 名
（ 電 話 番 号 ）

浄 化 槽 工 事
施 工 管 理 者

（ 電 話 番 号 ）
施 工 会 社 名

処 理 対 象 人 員

①転換設置　　（  単独処理浄化槽　・　くみ取り槽  ）

着 工 予 定 年 月 日

記

6 事 業 の 予 定 工 期

沼田市

完 了 予 定 年 月 日

認 定 番 号

名 称

②宅内配管　　（　　有　　・　　無　　）

（代理申請者・氏名・連絡先）

（浄化槽消費電力）

（浄化槽本体容量）



　本体工事の写真 注意事項等
申請者
確認

市
確認

1 着工前 設備士が必ず入り、標識(黒板等)を明確に撮影 □ □

2 浄化槽本体 浄化槽の型式が分かるように撮影 □ □

3 床掘工（床掘完了状況）
全体が写っていて、スケール等で掘削深が確認できるように
丁張等の基準となるものからの高さが分かるように □ □

4 基礎砕石状況
スケール等で仕上がり面の高さが確認できるように
基礎砕石等の仕上がり厚が確認できるように □ □

5 捨てコンクリート打設状況
スケール等で仕上がり面の高さが確認できるように
捨てコンクリートの仕上がり厚が確認できるように
※ＰＣ板を使用する場合は任意施工

□ □

6
基礎コンクリート打設前配筋状況
（※現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄの場合）

型枠の高さがスケール等で確認できるように
鉄筋の間隔がスケール等で確認できるように
スペーサーの設置が確認できるように

□ □

7
基礎コンクリート打設状況
（※現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄの場合）

スケール等で仕上がり面までの高さが分かるように
仕上がりの長さ、幅、厚さが確認できるように □ □

8 ＰＣ板本体（※ＰＣ板の場合）
全体を撮影
側面に記載されている寸法が分かるように撮影 □ □

スケール等で長さ、幅、高さが分かるように □ □
水平であることが確認できるように
（気泡位置が確認できる水平器の接写を添付） □ □

据付時の水張り状況が確認できるように □ □
水平であることが確認できるように
（気泡位置が確認できる水平器の接写を添付） □ □

11 浄化槽埋戻し状況

11-1 　（１）水締め 水締め状況が確認できるように □ □

11-2 　（２）転圧状況 適切な転圧が確認できるように □ □

12 上部スラブコンクリート配筋状況 鉄筋の間隔及びスペーサーの設置状況が確認できるように □ □

13 上部スラブコンクリート完成状況 仕上がりの長さ、幅、厚さが確認できるように □ □

14 マンホール蓋嵩上げ状況 スケール等で嵩上げ高さが確認できるように □ □

ブロワー設置が確認できるように □ □

消費電力の表示部分が確認できるように（接写を添付） □ □

16 工事完成写真 設備士が必ず入り、標識(黒板等)を明確に撮影 □ □

17 浸透桝または半地下浸透桝接続状況
浸透桝または半地下浸透桝に接続が確認できるように
※浸透桝または半地下浸透桝を設置した場合。 □ □

18 放流先への接続状況
浸透桝、側溝等及び既設管への排水管又は桝の接続状況が
確認できるもの □ □

　別紙

写真撮影　チェックリスト（浄化槽設置工事）

R6.4.1更新

9 ＰＣ板据付状況（※ＰＣ板の場合）

10 浄化槽据付・水張り状況

15 ブロワー設置状況



注意事項等
申請者
確認

市
確認

1 撤去前 撤去するものが分かるように □ □

2 し尿の引抜き状況 し尿の引抜きが工事着手までに行われていない場合添付 □ □

3 撤去中 □ □

4 撤去物 掘起こし後、撤去物全体が写るように □ □

5 運搬中 トラックに積載後撮影 □ □

6 中間処理施設 処理施設の看板と運搬車が納まるように撮影 □ □

7 撤去物の荷下ろし 処理施設内に荷下ろしした状況が分かるように □ □

8 撤去後の現場写真 掘起こし後及び埋戻し後の２枚必要 □ □

注意事項等
申請者
確認

市
確認

1 撤去前 撤去するものが分かるように □ □

2 既設槽の穴あけ状況 □ □

3 既設槽の消毒状況 使用した消毒剤が分かるように写真内に収めること □ □

4 既設槽埋戻し状況 □ □

5 撤去後の現場写真 埋戻し後の写真を添付 □ □

注意事項等
申請者
確認

市
確認

1 工事施工前状況 新設する配管場所の全景写真の撮影 □ □

2 排水管・排水桝の設置状況
新設した排水管・排水桝が露出した状況ですべてを撮影
複数枚になっても構いません □ □

3 排水管・排水桝の埋設後の写真 浄化槽と桝蓋が写るように撮影 □ □

4 浸透桝または半地下浸透桝接続状況
浸透桝または半地下浸透桝に接続が確認できるように
※浸透桝または半地下浸透桝を設置した場合。 □ □

5 放流先への接続状況
浸透桝、側溝及び既設管等への排水管又は桝の接続状況が
確認できるもの □ □

単独浄化槽・くみ取り槽を撤去する場合

単独浄化槽・くみ取り槽が撤去不可の
場合

宅内配管費補助の写真
（宅内配管補助を受ける場合）

写真撮影　チェックリスト（転換工事・宅内配管工事）

R5.4.1更新



（第６条関係）

番号 確認事項
申請者
確認欄

市
確認欄

1 記入漏れはないか(日付等)。

3
審査機関の受付印は押されているか。
建築確認申請書（第１～５面）は添付されている
か。

4
日付は記入されているか。印刷は鮮明である
か。

5
申請書鑑と合っているか。認定期限が切れ
ていないか。認定書印は確認できるか。

案内図

配置図

建物の間取平面図

地下浸透の構造図

7 賃貸人本人の自筆、押印であるか。

8
作成した日は、記入されているか。
押印はされているか。

9 １０人槽までの浄化槽は必要。

10
昭和６２年度以前に免許を取得された方は、小
規模合併処理浄化槽施工技術特別講習会を受
講した修了証の写しも合わせて添付。

11
申請者本人の自筆、押印であるか。誓約日
は記入されているか。

12
申請者本人の自筆、押印であるか。委任日
は記入されているか。

13

証明書は発行から３０日以内であるか。沼田市の納税
履歴が無く完納証明書等が発行できない場合、現住
所地又は直近の住所地の市区町村発行の完納証明
書等とする。ただし、完納証明書が発行する制度が無
い場合は、前年度分の納税証明書に代える。また、税
金の滞納が無く課税もされていない場合は、非課税証
明書とする。

14
国、県、市有地（管理地）にある側溝等へ新
規に排水管を設置する場合に必要。

15 転換設置の場合に添付する。

16
PC板を使用する場合は、申請書内に記載さ
れている書類と合わせて必ず提出する。

※

【補助金交付申請書】　提出書類一覧（確認シート）

補助金交付申請書

浄化槽設置届出書（変更届出書）の写し
又は建築確認済証（浄化槽仕様書、変更仕様書等）の写し

環境保全に関する誓約書の写し

型式適合認定書（構造認定、型式認定、型式適合認
定及び同認定図面）

各種承諾書（専用住宅又は土地を借りている場合は、賃貸人。
専用住宅が共有名義になっている場合は、その他名義人。）

項　　目

浄化槽設備士免許状の写し

収支予算書

6 各種図面

工事請負契約書の写し
又は瑕疵担保に関する誓約書の写し

新規に側溝等に放流する場合、占用等許可書の写し

既設単独処理浄化槽・くみ取り槽の状況が
分かる写真

浄化槽登録証の写し、登録浄化槽管理票（C表）、保
証登録証（市町村用）

既製底版コンクリート（PC板）使用申請書

誓約書（法定検査の受検など）

委任状

沼田市役所税務課が発行する完納証明書等（他の区
市町村が発行する完納証明書等）
※ 税に滞納がないことを証明する証明書

　 提出する書類があるものは、表右側の申請者確認欄に「レ」点を記入してください。追加書類がある場合に
は、追加記入（及び続紙を利用）をしてください。

2
（宅内配管補助を受ける場合）
見積書及び内訳書の写し

浄化槽工事（本体とその他）、宅内配管工事（材料
費と設置工事費）それぞれ別に見積書が作成され
ているか。
数量（桝の個数など）は図面と相違無いか。

（宅内配管補助を受ける場合）
宅内配管工事設計内訳書

分かりやすい案内図か。
寸法等は記載されているか。
転換設置の場合、配置図に既設単独処理浄化
槽等の場所を明示が必要。

地下浸透を今回設ける放流先の場合は、配置・
構造・配置箇所の寸法が分かるよう書類を添付。
(配置図内に群馬県浄化槽指導要綱内の地下浸
透設置の基準について明記すること。）
また、見積書内等に記載がある場合で使用する
浸透桝材料が決定している場合は、使用材料の
カタログ等を添付してください。

R6.4.1更新



（第６条第１号関係）

収入の部

⑥ 円 設置区分: 転換設置 、 処理人槽 人槽

⑧ 円

円

円

支出の部(事業費予算額）

　型式名称　：

② 円

③ 円

④ 円

円

円

円

＊補助金額の計算調書

円 円 円

円

注１　⑥ 設置費補助額は、⑤と補助限度額のいずれか低いほうを記入してください。

注２　⑧ 宅内配管費補助額は、⑦と補助限度額のいずれか低いほうを記入してください。

円

宅 内 配 管
材 料 費

設 置 工 事 費
( 宅 内 配 管 )

消 費 税

合 計

そ の 他

収　　支　　予　　算　　書

※支出額合計－（⑥＋⑧）

説 明

※補助金の対象外となる費用等

※宅内配管費補助金が該当する場合
　 限度額：300,000円

合 計

金　　額

区　　分

本 体 価 格
( 浄 化 槽 )

設 置 工 事 費
（ 浄 化 槽 ）

区　　分

浄化槽設置費
補　  助  　金

宅 内 配 管 費
補 助 金

自 己 資 金

※宅内配管費補助金が該当する場合
（千円未満切り捨て）

説 明

※単独浄化槽等処分費を含む
※新規設置の場合は、すべての設置工事費を記入

円

金　　額

①

⑨補助金額（交付申請額）
(⑥＋⑧)

⑥設置費補助額
（千円未満切り捨て）

⑦宅内配管費予算額
（（③＋④）＋消費税）

⑧宅内配管費補助額
（千円未満切り捨て）

・自己資金は、金融金庫割増融資などの特別の融資等を含む。

　⑤浄化槽設置費予算額
（（①＋②）＋消費税）

※宅内配管費補助金が該当する場合
（千円未満切り捨て）



単位 単位

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 個

個 個

個 個

個 個

個 個

個 個

個 個

個 ｍ

個 個

個 ｍ

個 m2

個 m2

個

個

個

個

個 式

①

②

③＝①＋②

④＝③×消費税率

③＋④

宅 内 配 管 工 事 設 計 内 訳 書

申 請 者 氏 名

材　　　料　　　費 労　　　務　　　費

名　称 形状寸法 数量 単 価 金 額 名　称 形状寸法 数量 単 価 金 額

塩ﾋﾞ管 塩ﾋﾞ管布設
(土工含)

塩ﾋﾞ管接合

桝据付
(土工含)

塩ﾋﾞ桝

塩ﾋﾞ継手

既設桝撤去

既設配管撤去

舗装切断

その他桝 舗装取壊

舗装復旧

計 ① 計 ②

その他材料

諸経費

消　費　税

総 工 事 費

材　料　費 摘　　　　　要

労　務　費

配管工事合計



（第６条第１０号関係）

沼田市長 様

住所

氏名 ㊞

1

2

3

4

5

6

7

＊本書は２部作成し、申請者と沼田市で１部づつ保管。

　　　年　　　月　　　日

誓　　約　　書

　私は、浄化槽設置の補助金交付を受けるにあたり、下記の事項を誓約いたします。

記

　 群馬県知事指定検査機関である「公益財団法人　群馬県環境検査事業団」が行う浄化
槽法第7条検査及び第11条検査(法定検査)を受検します。

当該浄化槽に係る紛争又は苦情があった場合は、当事者間で責任を持って解決いたし
ます。

工事終了後に提出する実績報告書及び添付書類に不備がある場合、補助金決定の取消
しがなされても異議ありません。

浄化槽設置費補助金の受領後、補助金交付対象要件に合わないことが判明したときには
補助金を全額返還いたします。

上記設置場所又は他の場所において、公共事業に係る浄化槽等の補償を受けて浄化槽
を設置するものでないことを申告いたします。

　 「１」の法定検査結果について、沼田市長が必要に応じて、この検査結果を群馬県及び
公益財団法人群馬県環境検査事業団に請求し、取得することについて同意します。

　 群馬県及び(社)群馬県浄化槽協会が開催する浄化槽教室に参加し、浄化槽に関する
知識を習得するとともに、基準に従った浄化槽の保守点検・清掃を確実に実施することで
適切な使用と維持管理及び環境の保全に努めます。



（第６条第９号関係）

　　　年　　　月　　　日

沼田市長　 様

住　　所

氏　　名 ㊞

（代理人） 住所

氏名

担当者、連絡先

委　　　任　　　状

　 私は、沼田市浄化槽設置費補助金交付申請等を行うにあたり下記の者を手続
き代理人として全ての事項を委任します。



様式第４号（第８条関係）

　　　年　　　月　　　日

様

〒

㊞

1

2

3

（理　由）

沼田市長

住 所

氏 名

変　　更　　承　　認　　申　　請　　書

記

　 令和　 年　　月　　日付け　沼田市指令上整第　　　号で補助金交付決定を受けた沼田市浄化槽設
置事業費補助金について、下記の内容について承認していただきたく申請します。

補助金申請内容の変更

補助事業の中止

補助事業の廃止



様式第５号（第９条関係）

　　　年　　　月　　　日

様

〒

㊞

1 交 付 申 請 額 円

2 浄化槽設置工事実支払額 円　※領収証と一致すること。

3 設 置 工 事 完 了 年 月 日

※

住 所

氏 名

沼田市長

実績報告書は、工事完成の日から３０日以内、又は申請年度の３月２０日のいずれか早い日まで
に提出し、指定した日に工事完成検査を受けてください。

実　　績　　報　　告　　書

　 令和　　　年　　月　　日付け　 沼田市指令上整第　　　号　で補助金交付決定を受けた
浄化槽設置事業が完了したので、沼田市浄化槽設置事業費補助金交付要綱第９条の規定に基づ
き関係書類を添付し報告します。

記

　　　　年　　　　月　　　　日



（第９条関係）

番号 確認事項
申請者
確認欄

市
確認欄

1 記入漏れはないか。

3
宅内配管補助を受ける場合に添付する。
排水設備の延長及び桝の深さ等を記入する。
竣工図と数量計算書の数量に差異はないか。

4
収入印紙が貼ってあるものの写しか。
押印は鮮明であるか。

5
(公財)群馬県環境検査事業団に検査料を支払いし
た証明を添付。

6 浄化槽設備士、工事施工会社が確認したものか。

設置工事施工管理確認書中の撮影項目、浄化槽工事写真の
撮り方（例）及び写真撮影チェックリストに合わせて撮影した
か。

PC板使用の場合、PC板の確認写真、PC板の設置写真を撮影
したか。

転換設置の場合、既設浄化槽等の撤去状況等の写真を合わせて添
付。
（撤去の場合）　着手前、撤去状況、運搬状況、処理場搬入、完了等
（撤去できない場合）　着手前、くみ取り、消毒、完了等
（宅内配管補助）　埋設前のすべての排水管、排水桝の接続状況
　　　　　　　　　　　及び浸透桝、側溝等への接続状況
　　　　　　　　　　　埋設後の全景写真
　雨水貯留槽に改造した場合は、その改造が確認できる写真を添付。
 (浄化槽清掃、消毒、雨水流入管接続、水中ポンプ設置、完成等)

8

9 単独処理浄化槽からの転換設置の場合添付する。

10
転換設置で既設単独処理浄化槽・くみ取り槽を撤去
した場合添付する。

11
振込先金融機関の口座名義（ふりがな）、口座番号・種類
が分かる通帳の写しを添付。
（通帳の表紙とその裏面）

12 PC板を使用した場合添付する。

13
「申請者確認」欄の写真撮影したものにチェックを入
れて提出。

※

【実績報告書】　提出書類一覧（確認シート）

項　　目

実績報告書

2

収支決算書

宅内配管工事に要した領収書及び請求書の写し。
（材料費と設置工事費の別が分かるもの）
収支決算書と領収書の金額に相違はないか。

（宅内配管補助を受ける場合）
領収書及び請求書の写し

（宅内配管補助を受ける場合）
宅内配管工事実績内訳書

排水設備竣工図

　 提出する書類があるものは、表右側の申請者確認欄に「レ」点を記入してください。追加書類がある場合には、
追加記入（及び続紙を利用）をしてください。

浄化槽保守点検及び清掃業者との業務委
託契約書の写し又はこれを証明する書類

浄化槽法第７条に規定する検査の依頼書の
写し

設置工事施工管理確認書

7 施工状況を証する工事写真

浄化槽使用開始届出書の写し

浄化槽使用廃止届出書の写し

廃材処理伝票の写し

補助金交付請求書

PC板の出荷証明書又は納品書

写真撮影チェックリスト

R6.4.1更新



（第９条第１号関係）

収入の部

⑥ 円 （　　　人槽）

⑧ 円

円

円

支出の部(事業費決算額）

② 円

③ 円

④ 円

円 ※補助金の対象外となる費用等

円

円 ※領収証と一致すること。

＊補助金額の計算調書

円 円 円 円

円

注１　⑥ 設置費補助額は、⑤と補助限度額のいずれか低いほうを記入してください。
注２　⑧ 宅内配管費補助額は、⑦と補助限度額のいずれか低いほうを記入してください。

消 費 税

合 計

⑤浄化槽設置費決算額
（（①＋②）＋消費税）

⑥設置費補助額
（千円未満切り捨て）

⑦宅内配管費決算額
（（③＋④）＋消費税）

⑧宅内配管費補助額
（千円未満切り捨て）

⑨補助金額
(⑥＋⑧)

収　　支　　決　　算　　書

・その他の欄は、浄化槽を設置するに当たり金融金庫割増融資などの特別の融資等を受けようと
する場合に、具体的に記入すること。
・エコ補助金の申請を行った場合は、その他の欄に記入すること。

①
浄化槽設置費決算額
単独浄化槽等処分費を含む

宅内配管費決算額
※宅内配管費補助金を申請した場合
　のみ記入
（千円未満切り捨て）

設 置 工 事 費

本 体 価 格 ( 宅 内 配 管 )

設 置 工 事 費

円

説明

説明金額

そ の 他 費 用

区分

浄 化 槽 設 置 費 補 助 金

宅 内 配 管 費 補 助 額

自 己 資 金

合 計

区分

本 体 価 格 ( 浄 化 槽 )

金額



単位 単位

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 箇所

個 個

個 個

個 個

個 個

個 個

個 個

個 個

個 ｍ

個 個

個 ｍ

個 m2

個 m2

個

個

個

個

個 式

①

②

③＝①＋②

④＝③×消費税率

③＋④

宅 内 配 管 工 事 実 績 書

申 請 者 氏 名

材　　　料　　　費 労　　　務　　　費

名　称 形状寸法 数量 単 価 金 額 名　称 形状寸法 数量 単 価 金 額

塩ﾋﾞ管 塩ﾋﾞ管布設
(土工含)

塩ﾋﾞ管接合

桝据付
(土工含)

塩ﾋﾞ桝

塩ﾋﾞ継手

既設桝撤去

既設配管撤去

舗装切断

その他桝 舗装取壊

舗装復旧

計 ① 計 ②

その他材料

諸経費

消　費　税

総 工 事 費

材　料　費 摘　　　　　要

労　務　費

配管工事合計



（第９条第５号関係）

沼田市 町 番地

住　　　所 氏名

名　　  称 認定番号

処理方式 人　　 槽 人槽

消費電力 ワット

注　補助金の対象となる浄化槽の設置工事は、補助金交付申請及び交付決定通知後に着手。

確認欄

1 有 ・ 無

(ｱ)

(ｲ)

(ｳ)

した ・ しない

有 ・ 無

した ・ しない

4 有 ・ 無

5 した ・ しない

6 した ・ しない

7 した ・ しない

8 した ・ しない

9 有 ・ 無

10 有 ・ 無

いる ・ いない

いる ・ いない

12 いる ・ いない

有 ・ 無

いる ・ いない

流入管きょ及び放流管きょの勾配 汚物や汚水の停滞があるか

水平の状況を示す写真撮影

捨てコンクリートの状況
（捨てコンクリートを施工した場合）

基礎コンクリート（現場打ち・PC板）の状況

桝の位置及び種類
　起点、屈曲点、合流点及び一定間隔ごとに適切な桝が、設
置されているか

流入管きょ、放流管きょ及び空気配管の変
形又は破損の恐れ

設置工事施工管理確認書

設 置 工 事 の 施 工 管 理 を 行 っ た 浄 化 槽 の 内 容

浄 化 槽 設 置 場 所

浄 化 槽 設 置 申 込 者

浄 化 槽 の 形 式 等

検 査 項 目

   審査機関を経過した浄化槽設置届書の写し又は建築確認
通知書の添付（補助金申請時）

 

有 ・ 無

浄化槽設備士が監督していること3

2

　 補助金交付要綱第３条第１項に定められた浄化槽設備士等
の監督する浄化槽の設置工事であるか

   設置する浄化槽機種が分かる写真撮影

補助対象となる浄化槽の有無

下記書類（(ｱ)～(ｳ)）の全部の書類の添付（補助金申請時）

登録浄化槽管理表（C票）

小型浄化槽機能保証制度に基づく保証登録証（市町村
用）

　 設置予定地周辺状況と上記「浄化槽設備士」が共に写って

いる写真撮影

浄化槽登録証の写し

浄化槽の設置届出又は建築確認申請の有
無

チ ェ ッ ク の ポ イ ン ト

ブ ロ ア の 規 格

放流先の状況

13

管の露出等により、変形又は破損の恐れがあるか

自動車等が通る場合は、スラブ打ちを行っているか

水替え工事・土留め工事
（水替え工事・土留め工事を行った場合）

　地層、地下水の状況、土質により水替え工事、土留め工事の
必要があるか

基礎砕石・栗石の転圧状況
（栗石は必要に応じて施工）

基礎砕石・栗石の転圧状況を示す写真撮影
(砕石厚が確認できるよう撮影すること。配筋又は支柱を施し
た場合には、その状況の分かるものも含め撮影すること。）

　 放流口と放流水路の水位差が適切に保たれ、逆流の恐れ
がないか

　 生活排水(トイレ、台所、風呂及び洗濯などの雑排水)がすべ
て接続されているか

雨水や工場排水等の誤接続がないか

流入管きょの接続11

捨てｺﾝｸﾘｰﾄの状況(養生期間も表示)を示す写真撮影

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄの状況(養生期間も表示)を示す写真撮影
PC板を使用した場合は、PC板施工を示す写真撮影

浄化槽本体の水平確認



確認欄

可 ・ 不可

した ・ しない

いる ・ いない

いる ・ いない

いる ・ いない

した ・ しない

16 いる ・ いない

有 ・ 無

いる ・ いない

　 浄化槽の保守点検及び清掃を行うことができる場所に、浄化槽が設置されているか有 ・ 無

　 保守点検及び清掃の支障となるものが、周辺に置かれているかいる ・ いない

　 コンクリートスラブが、打たれているか 有 ・ 無

　 浄化槽本体の上部及びその周辺状況を示す写真撮影 いる ・ いない

　 浄化槽の保守点検及び清掃を行うことができる場所に、浄化槽が設置されているか有 ・ 無

　 保守点検及び清掃の支障となるものが、周辺に置かれているかいる ・ いない

　 コンクリートスラブが、打たれているか いる ・ いない

　 浄化槽の保守点検及び清掃を行うことができる場所に、浄化槽が設置されているか有 ・ 無

　 保守点検及び清掃の支障となるものが、周辺に置かれているか有 ・ 無

　 コンクリートスラブが、打たれているか いる ・ いない

　 コンクリートスラブが、打たれているか 可 ・ 不可

有 ・ 無

　 浄化槽の保守点検及び清掃を行うことができる場所に、浄化槽が設置されているかいる ・ いない

　 保守点検及び清掃の支障となるものが、周辺に置かれているかいる ・ いない

　 保守点検及び清掃の支障となるものが、周辺に置かれているかいる ・ いない

　 コンクリートスラブが、打たれているか 有 ・ 無

上記のとおり確認したことを証します。

この設置工事を監督した浄化槽設備士氏名 ㊞

（浄化槽設備士免状の交付番号 ）

　　　　浄化槽設置工事施工会社

17

21 ブロアーの設置及び稼動の状況

漏電の恐れはないか

空気の出方や水流に、片寄りがあるか

ばっ気装置は、適正に作動しているか

ばっ気装置、逆流装置及び汚泥移送装置
の変形、破損、固定及び稼動の状況

ポンプ桝に、漏水の恐れはないか

ポンプ施設(流入ポンプ及び放流ポンプ)の
設備及び稼動の状況

　ポンプの位置や配管が、レベルスイッチの稼動を妨げる恐れ
があるか

ポンプの取り外しが、できるか

18

消毒設備に、変形や破損はあるか

しっかり固定されているか

薬剤筒が傾いていないか

ポンプ桝に、変形や破損があるか

19 消毒設備の変形、破損及び固定の状況

20

浄化槽の規格に適合しているブロアーか

各装置に、変形や破損があるか

しっかり固定されているか

設計通りの能力のポンプが、必要台数設置されているか

14

検 査 項 目

嵩上げの状況を示す写真撮影

　 浄化槽の保守点検及び清掃を行うことができる場所に、浄
化槽が設置されているか

チ ェ ッ ク の ポ イ ン ト

浄化槽本体の上部及びその周辺の状況15

　かさあ

嵩上げの状況

バルブの操作等の維持管理を容易に行うことができるか

　 コンクリートスラブが、打たれているか

浄化槽内各室とも、漏水が生じていないか漏水の有無

　 浄化槽本体の上部及びその周辺状況を示す写真撮影

　 保守点検及び清掃の支障となるものが、周辺に置かれてい
るか

接触材等の変形、破損及び固定の状況

しっかり固定されているか

　 嫌気ろ床のろ材及び接触ばっ気の接触材に、変形や破損
がないか

会 社 名

　　　年　　　月　　　日

代 表 者

電 話 番 号

防振対策がとられているか

アースが設置されているか　（アースが必要な場合）

住 所

㊞



様式第７号（第１１条関係）

　　　年　　　月　　　日

様

㊞

1 補 助 金 請 求 額

沼田市長

2
補 助 金 口 座 振 替

希 望 金 融 機 関 名

補　　助　　金　　交　　付　　請　　求　　書

金融機関名

円

本支店（支所）名

　 令和　　　年　　月　　日付け　 沼上整第　　　号で補助金交付額確定通知のあった沼田市浄化槽設
置事業費補助金として、下記によって交付されたく請求します。

記

住 所

氏 名

口座番号 　

（フリガナ）

口座名義



令和 年 月 日

沼田市長 様

住所
所有者（土地・住宅）

氏名 ㊞

住所
所有者（土地・住宅）

氏名 ㊞

　私の所有する土地及び住宅にかかる合併処理浄化槽及び排水設備について、下記の者が

敷設することを承諾します。

○敷設置場所

沼田市 町 番地

○申請者

１　住　　所　　：

２　氏　　名　　：

３　電話番号　　：

承　諾　書

記



令和 年 月 日

沼田市長 様

共有名義人

住所 ：

氏名 ： ㊞

申請者

１　住　　所　　：

２　氏　　名　　：

３　電話番号　　：

承　諾　書

記

　私は、共有名義人として、下記申請者が沼田市浄化槽設置事業費補助金交付要綱の規定に

基づき、浄化槽を設置し補助金交付申請を行うことを承諾します。



様

　私は、この度合併処理浄化槽設置工事を行うにあたり、調査の結果、施工箇所において
下記既製底版コンクリート（PC板）を使用することについて問題が無いと判断したので、
施工について設置者に説明し、理解を得た上で適切に施工します。
　なお、今後本製品を使用することによる不具合が発生した際は、当事者間で責任をもっ
て解決することを確約します。
　本申請にあたって、以下の書類を添付します。

１　施工箇所

２　使用する既製底版コンクリート（PC板）

３　申請時添付書類

４　完成時添付書類

・PC板の確認写真、設置写真

・PC板の出荷証明書又は納品書

・メーカー

・型式

・PC板の仕様書（厚さ、寸法、鉄筋量が分かるもの）

・構造計算書（一般的な土質のもの）及び構造図

・製品の材料証明書、試験成績書（セメント、骨材、鋼材等）

・既製底版コンクリート（PC板）使用申請書（本書）

沼田市 　　　　　町 

令和　　年　　月　　日

浄化槽工事業者
氏 名 又 は 名 称

㊞

電話番号

浄化槽設備士名 ㊞

既製底版コンクリート（PC板）使用申請書

記

沼田市長　星野　稔


